
地下ケーブル�

受
信
部�

送
信
部�

105馬力�
ディーゼル�
エンジン�

始動用蓄電池�

60kVA交流発電機�

燃料�
ポンプ�

地下貯油槽�

エンジン�
自動操作盤�

3,300V
高
圧
電
柱�

高
圧
受
電
盤�

地下冷却水槽�

高圧トランス�
25kVA×3�
10kVA×1�

�
�

切　替�
発電盤�

A V R�
操作盤�

7.5kVA
低
圧
ト
ラ
ン
ス�

50kVA�
AVR

整        流        器�

密閉形蓄電器�

双子送�

双子受�

パスレングスアンテナ� 東京受�

東京送�

分波器�

分波器�

導
　
波
　
管�

中
間
電
流
供
給
架�

空
気
乾
燥
装
置�

上
り
導
波
管
へ� TY-1形�

送受信装置�

警
報
打
合
架�

301
形
測
定
架�

監 

視 

架�

TY-1形�
送受信装置�

TY-1形�
送受信装置�

TY-1形�
送受信装置�

中
間
電
流
供
給
架�

直流電圧自動制御装置�

真
空
管
冷
却
用�

送
風
器�

配　　電　　盤�

500VA�
インバータ�

整合度�
調整器�

整合度�
調整器�

4W85

基準空洞�

50Hz増幅器�

4W86
マイクロ波�
出力�

70MHz�
FM入力�

進行波管増幅部�

送信局部発信部�

50Hz

受信局部発信部�

整合度�
調整器�

受信周波数�
変換器�

40MHz�
水晶発振器�

クライストロン�
2k54

帯域ろ波器�

混合器�

主中間周波�
増幅部�

送信周波数�
変換部�

方式名�

周波数帯域幅�

システム数�

�

送受間周波数間隔�

中継方式�

�

伝送内容�

�

�

標準中継間隔長�

空中線利得�

SF-B1�

600MHz�

7無線チャンネル�

80MHz�

40MHz

360ch/sys�

電話、モノクロTV

50km�

42dB/4mφ�

電話�

TV

長距離�

長距離�
適用される区間�

最大伝送容量�
（電話換算）�

ヘテロダイン中継�

隣接チャンネル�
との間隔�

方式の概要 System overview
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最初に開発されたマイクロ波中継方式。4GHz 帯を使用、1システムで�

360通話路の多重電話信号または1チャネルの白黒テレビ信号を伝送。�

1954年に東京－大阪間に導入した。しかし、伝送容量の増大と保守の�

簡易化、装置の小型化と経済化など多くの改良すべき点を残していた。�

マイクロ波時代を開いたＳＦ-Ｂ1方式�
SF-B1 system that opened up microwave-era （since 1951）�


